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令和７（2025）年度地域における高校生の登山活動実践研究事業実績について 

Ｒ８.２.５ 

健康体育課 

Ⅰ 本年度の実績 

時期 内容 備考 

６～７月 登山部が設置されている県立高校５校に訪問し、実践研究事

業について説明するとともに意見聴取 

 

９月８日 実証事業の対象校について、宇都宮白楊高校が内諾  

11月５日 宇都宮白楊高校を訪問し、実践研究開始に向け打合せ  

11月 19日 宇都宮白楊高校にて、学校・地域指導者２名・県教育委員会

の３者打合せ 

 

12月 10日 保護者説明会 参加保護者４名 

12月 18日 第１回活動（概要説明、年間計画作成、アンケート実施） 参加生徒 11名 

Ⅱ アンケートの結果（生徒） 

１．山岳部に所属している理由として当てはまるものを選択してください。（複数選択可） 

 ●登山が好きだから  ●体力・技術を向上させるため  ●友人と一緒に活動したい 

 ●家族等と登山を経験していたから  ●その他（記述） 

結果 

 

 

 

 

 

 

「その他」の回答 

 ※「その他」の回答 

・鉱石・宝石が取りたいから 

 ・クライミングの大会に出場するため 

 ・自然に触れたいから 

 

２．登山について希望することは何か、当てはまるものを選択してください。（複数回答可） 

 ●登山の機会を多くしたい  ●難しい山に登りたい  ●難易度を問わず様々な山に登りたい 

●ハイキングのような野外活動をしたい  ●自然に触れたい  ●宿泊したい   

●他校と交流登山したい  ●その他（記述） 

 結果 

回答 割合 

自然に触れたい 82% 

難易度を問わず様々な山に登りたい 45% 

登山の機会を多くしたい 18% 

ハイキングのような野外活動をしたい 18% 

難しい山に登りたい ９% 

宿泊したい ９% 

回答 割合 

友人と一緒に活動したい 45% 

体力・技術を向上させるため 36% 

登山が好きだから 27% 

その他 27% 
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資料２－１ 登山のあり方の更なる検討について 
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３．登山に向けた準備として行いたい活動に当てはまるものを選択してください。（複数回答可） 

●読図  ●天気図学習  ●体力トレーニング  ●救急法・応急手当  ●テント設営 

 ●炊事  ●ロープワーク  ●自然観察  ●登山計画作成  ●その他（記述） 

 結果 

回答 割合 

自然観察 73% 

炊事 36% 

体力トレーニング 36% 

救急法・応急手当 27% 

テント設営 27% 

読図 27% 

ロープワーク ９% 

 

４．活動頻度について、希望するものを選択してください。（登山を除く、学校等での活動） 

●週に１回  ●週に２回  ●週に３回  ●週に４回  ●週に５回以上 

 結果 

回答 割合 

週に１回 82% 

週に２回 18% 

 

 

 

 

 

 

５．現在の部活動で気に入っているところや今後も続けていきたいところがありましたら記入してくださ

い。 

 回答 

 ・自由度がある 

 ・活動が多くなく参加しやすい 

 ・部員同士の仲がいい 

 

６．現在の部活動で課題に感じていること（困っていること等）や専門家の指導で学びたいことがありまし

たら記入してください。 

 回答 

 ・皆の意見がまとまらないところ 

 ・登山中に必要な知識 

  

７．その他要望や意見がありましたら記入してください。 

 

回答  

・山の食べ物を食べたい 
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